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帯広畜産大学の小野山敬一博士にお願いした。本報告でのアリ学名は，

森下ら（1988）にしたがった．なおアシナガア1ノ属の2種（アシナガアリ，

ヤマトアシナガアリ）は，採集時に区別できず，採集地点を分けること

が出来なかった（以後まとめてアシナガアリ属と呼ぶ）．また，調査地

内のトビイロケアリ亜属は，少なくとも三種（ヒメトビイロケアリ，ハ

ヤシケアリ，トビイロケアリ）を含むが，これも同じ理由で分けられな

かった．以後このトビイロケアリ亜属三種のことをまとめてLasiusと

呼ぶ．

ハチミツによる採集（表II-3)では,Lasiusがコドラート内の全域

で集ったが，斜面では全くとれなかった．逆にミツに土をかぶせるア

シナガアリ属は，斜面でのみえられ，コドラート内ではとれなかった．

また，ムネアカオオアリとアメイロアリは，コドラート内と斜面に共

通してよく集った．

クロヤマアリも川よりで数回みられた．クロオオアリは;調査地の

斜面の上部平地には普通に見られるが，調査地内では一度も見られな

かった，ケブツヤメオオアリは，国内では稀な種であるが(小野山敬一

私信)本調査地では5～7月を通じて数回観察された．

(2)ハクサンアザミ上でのアリマキの増殖とアリ個体数

①ハクサンアザミの生長：ハクサンアザミは多年性の大型草本で，

雪解けとともに越冬した地下茎から出芽し，急速に成長する(I.はじ

めに－アザミと甲虫類の生活史の項，図I-3,4,'参照）．

②アリマキ の 増 殖 ： ア ザ ミ に は ，多種類のアリマキがつくことが知

られており，森津（1983）は，アザミを寄主にする8種をあげれている．

本調査地では，黒色のアザミヒゲナガアブラムシDactynotusgigante

us(以後ヒゲナガとよぶ）と白色のアザミアミナシヒゲナガアブラム

シAcyrthosiphancirsicola(アミナシとよぶ）が，毎年多数発生した．

これらの両種は，大型で大きなコロニーを形成した．

砂州のアザミ（図II-8上，図II-9上):1989,1990年とも，アミナシ

が先に5月上旬から発生し始め，6月まで発生し続けた．感染率のピー

クは5月末から6月はじめにかけてであり，シュートの50%位に発生が拡

大した．ヒゲナガは，アミナシよりも遅れて密度が上昇し，ピークは

6月上旬以降であった．両種ともコロニーは大きく成長したが，シュー
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ガアリ（6．3％)がみられた，

(3)イタドリとアリの相互関係

①イタドリの生長：4月中，下旬に出芽し，6月上旬にはほとんど

生長は止った（図1I-10)．つねにシュートの先端部のみが生長し，太

さは出芽時からほとんど変わらなかった（図1I-11).太さと草丈の間に

は，相関がみられた（図5-4）．

②アリ数の季節変化：花外蜜腺には，ムネアカオオアリとトビイ

ロケアリが集まった．ほとんどのシュートで，出芽時(4月下旬）と開花

時(6月中旬～7月中旬）にアリ数のピークがみられたが，二つのピーク

間にはアリが全く来なくなる時期があった（図II-12a,12b).

7月下旬から8月上旬にかけて，いくつかの株ではイタドリオマルア

ブラムシMacchiatiellaitadoriという大型のアリマキが高密度に発生

し，それに多数のムネアカオオアリが随伴した．このアリマキによっ

て地上部が枯死するイタドリもあった．

指でアリマキの発生しているイタドリの葉に触れて，ムネアカオオ

アリを撹乱すると，逃げ出す個体もあるが，噛んで攻撃をしてくる個

体も多くみられた．この行動は，巣穴にペン先などを入れた時の，噛

んだり蟻酸をかける等の防衛行動に類似していた．それに対し花外蜜

腺と花に集まったムネアカオオアリとケアリ属は，人為的に撹乱され

てもまったく反撃しなかった．これはアリが花外蜜腺や花にたいして

は，アリマキに対するほどには，強く防衛していなかったことを示し

ているのかもしれない．

③日周変化：（図II-13)に，アリが多く集まった4月19日につい

て示した．どのシュートでも3～6時の間にアリ数のピークがみられ，

太いシュートほど多くのアリを集めることもわかった．

④イタドリの被食度とアリ数の関係：6月13日までのイタドリの被

食度と，各シュートの葉1枚あたりののべアリ数（6月13日までに計測

したアリ数の合計）の関係を示す（図II-14).アリの来訪数が多いシュ

ートの方が被食度が低く，アリ数の少ないものは被食度が高い傾向が

あった．
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(6)まとめ

調査したアザミ以外のイタドリなどの5種類の植物では，アリとアリ

マキには緊密な関係がるごとがわかった．それに対しハクサンアザミ

では，2種類のアリマキが，毎年高密度に発生するにもかかわらず，ア

リはアリマキに随伴しなかったし，アリ数は他の植物よりもずっと少

なかった．このことと次のII-2でしめすように，アザミ食葉性甲虫類

の幼虫が，アリに対してかなり有効な化学防衛行動をもっていること

を考え合わせると，アリがこれら甲虫類のギルド構造におよぼす影響

は，大きくないといえよう．

II-2.アリに対するアザミ食葉性甲虫類の防衛行動一化学防衛に

ついての予備実験

はじめに

食葉性昆虫類は，一般的にみて捕食の危険性に特にさらされやすい

といえる．葉の表面という天敵の目につきやすいところで摂食せねば

ならないうえに，葉はタンパク質などの栄養分に乏しいので，大量に，

すなわち長時間摂食し続けねばならないからである．このような宿命

をもった食葉性昆虫類は,捕食者に対する実に様々な対抗手段を進化

させてきた．それには，物理的，行動的，化学的，形態的などの手段

が含まれており，かれらは，それらをいくつか組み合わせて身の安全

をはかっているのである．

化学的防衛は，アザミ食葉性甲虫類の属するマダラテントウ（テン

トウムシ科）やハムシ科の昆虫でこれまでに多く報告されている．以

下には，①これまでに集積されている化学防衛を中心にした防衛戦略

の知見をまとめるとともに，②筆者自身がおこなったアリに対する防

衛行動についての予備観察の結果をのべる．

テントウムシおよびハムシ類の防衛戦略

①マダラテントウ類（テントウムシ科）：肉食性を含むテントウム

シの多くは，刺激を加えられると特有の臭いのある液体を，脛節と腿
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結果と考察

(1)ヤマトアザミテントウ

方法1

①3齢幼虫：4例を観察した．どの場合もアリの巣穴の前に置かれた

幼虫には，すぐに多数のアリが群がり，アタヅクしたりチェックした．

その内のl例の経過を以下に示す．

0分（セット）－2分：アタック4匹，チェック4匹．すべて撃退

された．

2分－5分：アタックした9匹のうち，8匹が撃退された．チェヅク

した1匹も撃退された．3分40秒後に砂粒をもってきて埋

ようとする個体が現れ，その後も砂粒が運ばれた．

5分一：4匹がアタックし，3匹が撃退された．これまでにアタッ

クした13匹のうち12匹，チェックした5匹のすべてが撃退

された．

7分後：巣に運び込まれた．

上記以外の3例では，それぞれ7分,8分,8分30秒後に巣に運び込ま

れたが，それまでにアタックしたりチェックLﾉた50-100匹のアリを撃

退した．

②4齢幼虫：巣穴から10cmのところにセツ卜し,20分間観察したl例

を以下に示す．

0分－2分：アタックした8匹，チェックした3匹がすべて撃退された．

2分－5分：アタックした20匹のうち15匹が撃退された．

5分－10分：アタックした15匹のうち10匹が撃退されたが，

チェックしただけの7匹はダメージを受けなかった．

7分後くらいから，アリは幼虫に砂をかぶせる行動をみ

せ，5匹が砂粒を運んできた．

10分－15分:12匹がアタヅクし,4匹が撃退された．しかし，

－26－









①2齢幼虫：3例観察したが，それぞれ5秒（最初のアリ），1分30秒

（チェックした7匹のうち2匹撃退），50秒（最初のアリ）で運び去ら

れた．

②3齢幼虫：32例の観察がある．20例は，セットした直後に，最初に

接近したアリに運び去られた，7例は,1分以内に運び去られた（その

うち3例では，運び去られる前にそれぞれ2，3，8匹のアリを撃退した）．

残り5例のうち3例では，1．5分(8匹撃退），4分10秒（12匹撃退），5分

（3匹撃退）後に運び去られ，あと2例では，3．5分，2分後に運び去られ

たが，それまでに数匹のアIノを撃退した．

方法2

3齢幼虫（2匹）について，5分間の観察をした．

(例1）21匹のアリにチェヅクとアタヅクされたが，5匹を撃退し，

運び去られなかった．

(例2）アリ2匹にアタック,13匹にチェックされたが，それらの3匹

を撃退し，5分間持ちこたえた．

(5)キベリトゲトゲ

本種は，これまでに述べた4種が，アザミ葉の表面て･摂食するのに対

し，葉の内部に産卵され，幼虫は潜入して摂食する潜孔性である，、

調査地のハクサンアザミでは，生息密度は極めて高かった．詳しい生

活史は不明で､あるが，終齢幼虫と見られる個体を用いて実験した．

方 法 1

終齢幼虫，蝿（それぞれ1個体）を与えたところ，最初に遭遇したア

リによって，直ちに運び去られた．

方法2

-30-
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表I-1湯涌のハクサンアザミにつく食葉性甲虫類．

ｊＰＥＩＳ
・
ｌＷｅ

ｒ
山ａＣ

・
工ｎｏｐ

・
工ｎ

ｅａ
ａ

ｅ
ｎ
ｎ

ａ
・
１
０
、

可
ｏ
ｎ
Ｃ

・
１
‐
ｎ
ａ

Ｔ
入
Ｃ
可
上

１
４
ａ
・
工

匪
、
即

●
又
Ｐ

Ｃ
【
処

ＣＯ
〔
し

ｊＰＡくｙｋ

ｊ

Ｓ

ａ
’
工
Ｉ
Ｊ

Ｃ
ｕ
ｍ

く

、
、
Ｄ
１
Ｊ

ｌ
ｊ
Ｃ
Ｊ
１
ａ

ｒ
１
Ｊ
－
且
Ｓ
‐
Ｇ

ｅ
ｍ
Ａ
ｔ
ｏ
ｆ
ｌ

‐
入
ｒ
山
ｊ
ｌ
Ｏ
ｒ

ｌ
Ｊ
１
Ｍ
ｔ
ｙ

ｕ
○
ｓ
０
Ｋ

Ｍ
○
ｎ
ｓ
ｅ
Ｓ

．
』
ｏ
ｎ
。
又
ハ
ロ
、
上

ａ
ｕ
Ｏ
ｎ
Ｃ

ｓ
ｏ
ｎ
ｎ
・
工
（
、

○
〔
し
ａ
ｅ
ｎ

ｎ
ｌ
ｐ
○
ａ

・
工
ａ
○
・
１
Ｓ
ｎ

ｇ
１
ｃ
ｔ
ａ
・
工

・
工
○
・
又
Ｃ
Ｃ

ｍ

Ｄ
Ｄ
Ｃ
ｓ
ｎ
．
工

ｕ
・
工
ａ
ｒ
ｕ
ｖ

ｒ
ｅ
Ｓ
．
又
Ｐ
ｐ
ｅ

ｅ
ｅ
ａ
ｒ
Ｃ
Ｓ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
ｎ
・
工
ｅ
Ｓ
。
又
ｎ
Ｃ

Ｕ
ｑ
ｎ
，
α
・
１
Ｃ
ａ
ａ
ｕ
ｅ
画
上
・
１
ｕ

ｉ
ｉ
・
Ｉ
ｒ
ｎ
Ｃ
ｐ
ａ
ｙ
Ｃ
ｒ

、
土
、
ｑ
Ｓ
ｅ
ａ
・
１
．
１
ｏ
ｎ
“
Ｅ
ｕ
ｅ

ｅ
ｉ
Ｓ
Ｃ
ｍ
Ｃ
ｔ
ｇ
ｉ
Ｃ
ｒ
ｌ

皿
壼
伽
・
皿
舵
は
虹
肛
叩
伽
肥
胞

Ｓ
ａ
ｒ
、
入
・
１
ａ

ｙ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｈ
Ｇ

ｒ
ｎ
ｎ

（
し





表
l

l
-

2
調

査
地

で
み

ら
れ

た
ア

リ
の

狐
顛

相
の

季
節

変
化

。

（
見

取
り

調
査

十
ハ

チ
ミ

ツ
ト

ラ
ッ

プ
）

と
れ

た
柧

知
を

次
の

記
号

て
･

表
す

。
L

a
s

i
u

s
△

、
ム

ネ
ア

カ
オ

オ
ア

リ
、

、

ア
メ

イ
ロ

ア
リ

、
、

ア
シ

ナ
カ

・
ア

リ
厩

e
、

ケ
ブ

カ
ツ

ヤ
オ

オ
ア

リ
×

、
ク

ロ

ヤ
マ

ア
リ

▲
、

ア
ミ

メ
ア

リ
⑭

、
ア

ズ
マ

オ
オ

ズ
ア

カ
ア

リ
ロ

、
ウ

メ
マ

ツ
ア

リ
◆

、
テ

ラ
ニ

シ
シ

リ
ア

ゲ
ア

リ
★

。

4
月

上
句

I
中

旬
i

下
旬

9
月

I

上
｜

中
下

6
月

一

■
■

b

■
■

■
■

中
下

7
日

上
一

中
下

8
月中

１上
ー

ブユ

△
|
●

I
●

△
●

◎
△

i
△
●

△
◎

△
◎

！
△

●
l

●

◎
1八

－

3
△

△
◎

！
△

△
⑭

I
△
●
◎

午S

△
！△

△
！

△
△

△
I

△
●

△
●

△
｜

△
△

△
●

i
△

●
。

’

△
．

△
●

⑭
！

△
●

④

’

●
e一

一

6
△

！
△
●

△
●

｜
△

●
i

△
●

◎
△
★
i
△
●
。
◆
i
△

△
●

1
八

i
△

△
●

7
Bi
△

●
i

△
｜

△
△

｜
△

△
|△

8
△

△
｜

△
△

◎
｜

△
I
●
◎
I
●

●
△

？/
0

△

△△

△△

△△
●

X

4
X

I
△

●

△
●

●

△△
X

◆

△
●

△
●

△
●

〃7コ

△△
▲

△△

△
X

△
▲

●△
▲

①

△△

△
X

△

X

△
△

一●
◎

エ
ノ
キ
‘
)
粟

|●
|
●

●
｜

●

勅
の

』
ｐ■■、

|●
●

I
●

l
●

●
◆

★
｜

●
★

●
●

●
●

●
●



－ ０ ■ ０ －

4
/
2
7

5
/
J
I
g
/
9
1
5
/
7
8
I
S
"
8

6
／

卒
1

6
／

8
；

6
／

〃
8

／
/

8
7
／
7
8

7
／
､
ヲ

1
●

△
l

●
◎

｜
｜

●
△

◎
I

●
一

一

気
ユ

●
△

一
|②

△
◎

i
◎
ロ

△
一

牌
3

△
△

△
◎

△
△

②
!
△
●
◎

一
一

一

フ
4 5

△

一

△

|△
●

△

△
I

一

●
｡

①

I
●
◎

一 一

一

ト
ー

6
△

!△
△

一
一

'
八
J

7
△

一
△

|△
'八

△

B
－

d
■

8 9

△

一

一

1八

△ △
｜

△

△
◎

!△

△
△

●
◎

△

△

一

7
0

|△
△

△
|
△

●

〃
△

’
一

△
一

|△
一

一

1ユ
△

0
▲

△
△

△
⑭

!
八

△
●
◎

ｷｷー 必

1
3

1
4

△ △
◎

△
△

I
’

’
I

e ◎
ﾉ丁

1
5

l
e

△
X

◎
1
6

I
|
②

一
’

◎

A
j

か
靴

で
！

II
~

語
1

●
◎

e
l

●
e

|
●
◎

一
e

八
』

B
0

『
0

毛

皿 趣

Ｂ ■ ▽ 曲 ■ ■ ■ ■

■
U

勺
U

ー

下
都

●
◎

I
一

|
●
◎

一
一

司､
ヤ

C
・

－
0

●

血 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 且 ■ ▼ 己
●

●
e

l
O

|
◎

e
●

e
◆

，
◎

’ ０ ０ ０
I
◎
ノ

●
一

I
●
◎

◎
e

一 m
E

l
e

/
e

l
-

'
●
◎

一
一

ｰ

F
０ １

●
◎

｜
◎

|●
一

e

G
Ｃ 凸 日 Ⅱ 巳

一
|◎

|
●

◎
◎

H
D l

e
l

o
e

一
e

e

I
▲ ■ ■ 。 ４

e
l

O
e

一
◎

』
●

｜◎
|
△
●
◎

ロ
◎

K
●

ロ
’

◎
．

’
●

一
。

□





表IV-1

尖験番号

1

2

~

3

実験1～ヨに使用したヤマトアザ.ミテントウとアザミの採集地，

実験の組み合わせ，繰り返し数（実験に使った延べ個体数）および

実験期間．

ﾔﾏﾄｱﾐﾃﾝﾄｳ胤蝿

湯涌

芦生

鳩ヶ湯

アザミ採柴地

湯涌

湯涌

湯涌

芦生

湯涌

湯涌

鳩ヶ湯

極名

ハクサンアザミ

サワアザミ

ノアザミ

カガノアザミ

ハクサンアザミ

カガノアザミ．

カガノアザンミ

ハクサンアザミ

サワアザミ

サワアザミ

#りE嗽

(鵬）

36回

(15匹）

75回

(15匹）

60回

(15匹）

期｜ﾊI

1990年

4114H~4H21H

4H22H~5168

5H8H~5019B

1990年

5I6H~5H10H

1990年

5H6H~5H10H

,ゾーノ







実験3で示された鳩ヶ湯のヤマトアザミテントウの食草選好性．

数字は順位を示す．4回目は，鳩ヶ湯のサワアザミが腐ってしまっ

たのでデータが利用で．きない．また，鳩ヶ湯のサワアザミの状態が

悪化したので･5回で実験を打ち切った．

表IV-4

～

1 2 ヨ 4 ら

サワアザミ（湯涌）

ハクサンアザミ（湯涌）

サワアザミ（鳩ヶ湯）

２
２
１

２
１
３

２
１
２

一
一
一

２
１
１





表IV-6実験4におけるアオカメノコハムシのアザミ選択実験の結果
（実験はヨ回繰り返した）●選好の順位度は点数で示す（実験1

本文参照）．

ﾊｸｻﾝｱﾐ サワアザミ ノアザミ カガノアザミ

１
２
ヨ

40

89

00

●
■
●

２
１
３

S 0

11

56

、
●
●

２
２
１

S0

78

33

●
●
●

１
２
２

00

22

11

●
●
●

う
。
コ
ノ
つ
う

合計

(平均」

7．29

(2．4ョ）

6．47

(2．16）

6．91

(2.30)

9．33

(3．11）
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